
SWCNTとMWCNTをハイブリット化

カーボンナノチューブ(CNT)分散液

信州ボルタ株式会社は、単層カーボンナノチューブ(SWCNT)と多層カーボンナノチューブ(MWCNT)を
ハイブリット化したカーボンナノチューブ(CNT)バインダーを販売しています。

信州ボルタ㈱（代表：橋本 剛氏 株主：㈱名城ナノカーボン100％）は、是津 信行教授(信州大学
工学部／先鋭領域融合研究群次代クラスター研究センター ELab2 センター長)が中心研究者として推進
するリチウムイオン電池材料開発で創出された研究成果の一部を㈱名城ナノカーボンにライセンシングし、
2021年5月に設立された信州大学発ベンチャーです。

単層カーボンナノチューブ(SWCNT)と多層カーボンナノチューブ(MWCNT)のハイブリッド化による世界初の導電性
バインダーを開発しました。これにより、電池容量に寄与しない導電助剤やバインダーの使用量を大幅に削減するこ
とに成功し、活物質濃度を高めた高エネルギー密度型電極を実現することができます。カーボンナノチューブが電極
内で三次元的に均一に広がった電子伝導網を形成することにより、従来の電極抵抗を圧倒的に下げることができま
す。さらに、網目状に広がった電子伝導網は電極内部に存在する隣接活物質粒子間を繋ぎとめるバインダー機能
をもたらすことを明らかにしています。

カーボンナノチューブ(CNT)分散液 【高出力型】

◆製品に関するお問合せ先◆

信州ボルタ（株） 橋本 剛 氏

E-mail:hashimo@meijo-nano.com

コードNo. 品名 法規 容量 希望納入価格(円)

632-53235 カーボンナノチューブ分散液(高出力タイプ) 500mL 90,000

製品一覧



24700導11

富士フイルム和光純薬

電池研究用試薬カタログ

富士フイルム和光純薬で取扱をしております製品をまとめたカタログをご用意しております。
当社Webページよりダウンロード可能です。

掲載品目

■リチウムイオン電池

正極材料、負極材料、電解質、電解質用溶媒、重水素化カーボネート系溶媒

■全固体電池

硫化物系固体電解質、酸化物系固体電解質、正極材料、負極材料

■リチウムイオン電池材料

カーボンナノチューブ(CNT)分散液

■バインダー架橋型ポリアクリル酸

■マグネシウム電池

正極材料、負極材料、電解質

■ナトリウム電池

正極材料、負極材料

■イオン液体前駆体 和光純薬 電池カタログ
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